
　本学附属図書館は金谷川キャンパ
スに統合移転した1981年に建設され
ました。以来30数年、1994年に北側
部分を一部増改築したものの、今回
の増改築工事に至るまで、建設時の
建物の姿を留めていましたが、図書

の収容や学生の自主的学びの場のスペースの確保が差し
迫った課題となり、一昨年の7月から大規模な増改築・改
修工事を行い、昨年の7月にリニューアルオープンしました。
　附属図書館はどのように変わったでしょうか。フロア
面積は旧図書館の約1.5倍となり１万平米を超す大きな
図書館となりました。バリアフリー化をはかり、身障者用
のエレベーターや最新式のトイレ設備を導入し、安全な
環境も実現しました。拡張したスペースを活かして、多様
な学習環境、能動的学習が提供できるようにラーニング
コモンズを200席以上設置し、「知の集積」という従来の
役割だけでなく、知の交流が生まれる場として機能する
図書館となるようにしました。さらに、約90万冊の蔵書
が収容しきれない書架の狭隘化を解消するため、24万冊
相当の電動集密書架を設置しました。
　また、松川資料や地域創造支援センター資料、総合教育
研究センター資料等、学内に分散していた資料の集約化
をはかるとともに、大学の広報エリアを設置し、市民及び
学内の学生・教職員に本学の活動を周知する一翼を担わ
せました。
　館内を概観してみましょう。2頁に示されているよう
に、1階から3階までフロア毎に特色あるゾーニングを行
いました。１階のコンセプトは「フリーなディスカッショ
ン」や「言葉を交わす教え合い」ができる場です。また、大
学生協図書館店で専門書や飲食物を購入し、軽食をとり

ながらくつろげるスペースとして解放している点も特徴
です。2階は旧館を約10万冊の開架書架と約200席の閲
覧席を備えた従来型の静粛空間とする一方、新館には資
料を元に討論しながら学習を進めるスペース、個人ブー
ス、パソコンエリアや視聴覚ブースなど、複数の機能を
融合したスペースを構成しました。3階には総合情報処
理センターのパソコンサテライトとして「IPCパソコン
ルーム」を設けるとともに、「個室」「グループ学習室」「セ
ミナー室」など一人もしくは少人数規模から数十人規模
で学べる学習室まで用意し、さらに、大型スクリーンやプ
ロジェクタ、ディスプレイといったICT機器の設置など、
様々な学生の学習ニーズに応えられるようなスタイルを
提供しました。
　当初は学生達がどのように利用するか少々不安があり
ましたが、これまでのアクティブ・ラーニングの経験を
蓄積してきた本学であるからこそでしょうか、グループ
でのディスカッションや数人で語り合う姿、図書やパソ
コンを駆使して自学自習をする光景がごく自然に当たり
前のように見られます。さらに、図書館を本学の教育研究
の拠点に据えるべく、館内で学習支援等の活動を行う学
生スタッフ（「学びのスタッフ」）を組織しました。今後も
教職員や学生とともに図書館機能のさらなるブラッシュ
アップをはかっていこうと思います。
　また、今後は地域の方々にとっても魅力的な大学図書
館を目指したいと思います。地域の方々の学習要求は多
様化・高度化しています。少子高齢化をはじめとする地
域の課題を解決しようとする知の欲求は高まっています。
地域の方々の学習活動を生涯にわたって支える「地域の
知の拠点」として地域社会と共生する図書館を目指すよ
う努めたいと思います。

図書館リニューアルオープンに寄せて 附属図書館長　　千葉 悦子
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　平成25年度から始まった増築改修工事が完了し、平成
27年７月にリニューアルオープンを迎えました。これを
記念し、オープニングセレモニーを開催しました。会場と
なった図書館本館エントランスロビーには、榎本剛文部
科学省研究振興局参事官をはじめ、学内外より総勢79名

の方がお集まりくださり、テープカットを行ったり、ご祝
辞をいただいたりと、盛大な式典となりました。式典後に
は新しくなった図書館を見学いただき、皆様より好評の
声をいただきました。

　リニューアルオープンを記念したイベントとして、本
学の卒業生であり芥川賞受賞作家の中村文則氏をお迎
えし、新設したラーニングコモンズ１を会場に、トーク
ショー＆サイン会を開催しました。学内外から180名の
参加者があり、開催前に発表されたばかりの芥川賞の受
賞者の話題や、大学時代によく図書館を利用されていた

という本学での思い出話、自身の小説の書き方について
など、様々なお話をいただきました。時折会場が沸く場面
もあり、大変楽しいトークショーとなりました。
　その後のサイン会では、中村氏のご厚意で写真撮影な
ど一人一人に時間を取っていただき、参加者が大満足の
イベントとなりました。

オープニングセレモニー 平成 27年7月16日（木）

中村文則氏トークショー＆サイン会 平成 27年7月18日（土）

セレモニーの様子

トークショーの様子

テープカット（左から、榎本参事官、中井学長、千葉館長）

サイン会の様子
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　本書は、日本近世史に関する私のこれまでの研究をま
とめたものである。近世とは、一般的に江戸時代と呼ばれ
る約250年間のことであり、近世後期とは、18世紀中頃か
ら、江戸幕府が崩壊する19世紀中頃までの約100年間を

指す。この時代には、近代への転換を生みだした様々な社
会の変動・変容が見られ、その評価をめぐっては、これま
でに多くの研究が積み重ねられてきた。本書はそれら先
行研究を整理し、現段階で求められる研究視角を確認し
たうえで、個別具体的な事例研究を展開し、近世後期社会
に新たな評価を与えることを目指したものである。
　研究の現状や視角について興味関心のある方は、本書の
序章をお読みいただきたい。本論の1～8章は史料分析に基
づく実証研究であり、日本史を専門としない方には少々読
みづらいだろう。しかし本書を通読すれば、社会の細部に起
きた一見些末な事象から描き出される、リアリティーあふれる
歴史像の面白さを実感できるはずである。（小松賢司）

近世後期社会の
構造と村請制
小松賢司 著
校倉書房 ,2014.4
（歴史科学叢書）
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　青、瑠璃、赤など様々な色の沼からなる五色沼湖沼群、
標高500m以上の高所にあり、透明度が高いため天鏡湖の
別名をもつ猪苗代湖など、裏磐梯・猪苗代地域は素晴らし
い景観と自然環境が楽しめる福島県内有数の観光地です。
しかし、この景観と自然環境は自然や人間による影響で変

化しつつあり、それを良好に維持・保全するためには解決
すべき様々な問題があります。本書はこれらの問題の原因
解明と解決策提示を目指し、文部科学省の支援を受けて実
施したプロジェクト研究の成果をまとめたものです。
　プロジェクトのメンバーが、地域の住民や行政等と連
携をはかりながら、地域の自然環境に関するデータを収
集し、それらに基づき、地域の自然環境を維持・保全する
ための提言を示しました。また、猪苗代湖湖底堆積物から
読み解いた猪苗代湖形成史、磐梯山周辺の今後100年間
の気温上昇予測、裏磐梯地域の生物多様性の実態、毘沙門
沼が青色を呈する原因物質に関する新事実など、理系の
学生や自然に興味がある方に楽しんで頂ける内容も含ま
れます。（塘 忠顕）

裏磐梯・猪苗代
地域の環境学
Environmental study in
URABANDAI-INAWASHIRO area 

塘 忠顕 編著
福島大学磐梯朝日
遷移プロジェクト
2016.3
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　東日本大震災にともなう福島原発事故から2016年で6
年目に入る。被害の範囲も責任もあいまいなまま、原発災
害の苦しみは続く。現在、福島の米や野菜から放射能はほ
とんど検出されず、海水の放射能含有量は 事故前に戻っ
たが、風評被害は残る。本書は、農・林・漁業の経済学を
専門とする研究者が、なりわいの再生という難問に取り
組んだ。3人は北海道大学農学部・水産学部の先輩後輩で
あり、それぞれ東京海洋大、福島大学、山形大学で漁業、

農業、林業の研究を行ってきた。それが震災で一つの課題
を共有することになった。山に大地に海に降り注いだ放
射性物質は循環するため、農・林・漁業をつなぐ視点は
欠かせない。現場にかかわりながら、歴史・実態・政策を
分析、この間に蓄積された科学的知見に立って提言した。
県産米全袋のセシウム検査。原発汚染水問題と漁業再開
のゆくえ。避難者を呼び戻すきめ手となる森林除染。集落
の維持と雇用創出。再び安全な食材の産地を掲げるため
の道筋。福島の各地でさまざまな「協同」の力がはたらい
ている。ふるさとをあきらめない人、自然と共に生きてき
た人、ここで復興するしかない人々がいる。福島に農林漁
業をとり戻すとは、人と自然の営みを、地域と産業を再生
することだ。長い闘いの先に、復興が見えてくる。それを
支えるのは、同じ国土に生き、社会経済に原発を組みこん
できた私たちみんなの問題である。（小山良太）
〈2016年度 日本協同組合学会学術賞受賞〉

福島に農林漁業を
とり戻す
濱田武士 , 小山良太 ,
早尻正宏 著
みすず書房  2015.3
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